
日
本
文
明
の
先
駆
者

本
誌
編
集
長

日
本
主
義

経
済
学
を

構
築
し

よ
う
と
い

う
試
み
が

あ
っ
た
。

出
口
王
仁

三
郎
ら
の

宗
教
的
運

動
や
民
族
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派・維
新
派
の
運
動
の
一
環
と
し
て
皇
道
経
済
論
が
唱
え
ら
れ
る
一
方
、

学
界
で
も
皇
道
経
済
学
構
築
の
動
き
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
学
界
に
お

け
る
先
駆
的
試
み
を
代
表
す
る
の
が
、
今
回
取
り
上
げ
る
作さ

く

田た

荘し
ょ
う

一い
ち

の
経
済
学
で
あ
る
。

　

作
田
荘
一
は
、
明
治
十
一
年
十
月
十
一
日
、
山
口
県
佐
波
郡
で
生
ま

れ
た
。
父
親
は
神
道
に
対
す
る
信
仰
が
篤
く
、
家
に
は
神
棚
が
三
つ
設

け
ら
れ
、
子
供
た
ち
は
毎
夕
灯
明
を
上
げ
る
な
ら
わ
し
が
あ
っ
た
。
ま

た
、
作
田
は
幼
少
期
か
ら
、
地
元
の
大
元
宮
に
よ
く
参
拝
し
て
い
た
と

い
う
（
作
田
荘
一
『
道
を
求
め
て
』（
道
の
言
葉　

第
六
巻
）
道
の
言

葉
刊
行
会
、
昭
和
三
十
八
年
、
十
五
頁
）。

　

高
等
小
学
校
に
入
学
す
る
と
、
彼
は
心
の
悩
み
を
懐
き
、
初
め
て
学

校
を
休
み
、
独
り
山
中
や
河
原
で
瞑
想
に
ふ
け
っ
た
。
こ
れ
が
、
後
日

瞑
想
に
打
ち
込
む
彼
の
修
行
の
先
駆
け
に
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の

後
、
山
口
高
等
中
学
校
、
山
口
高
等
学
校
を
経
て
、
明
治
三
十
四
年
に

東
京
帝
国
大
学
の
前
身
、
法
科
大
学
に
入
学
す
る
。
明
治
三
十
八
年
に

法
科
大
学
を
卒
業
し
た
が
、
就
職
に
失
敗
し
、
郷
里
の
三
田
尻
に
帰
省

し
た
。
そ
し
て
、
彼
自
身
が
振
り
返
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
子
供
の
と

き
に
時
々
参
詣
し
て
い
た
宮
市
天
満
宮
と
呼
ば
れ
る
、
菅
公
を
祀
る
松

崎
神
社
で
魂
鎮
め
の
行
を
続
け
、
神
秘
的
な
体
験
を
す
る
。
こ
れ
が
、

作
田
の
求
道
修
行
の
入
門
と
な
っ
た
。
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結
局
、
作
田
は
就
職
せ
ず
、
大
学
院
に
残
る
こ
と
に
し
た
。
す
で
に

こ
の
と
き
、
学
問
的
関
心
は
経
済
学
に
移
っ
て
い
た
が
、
法
律
科
出
身

だ
っ
た
た
め
、
経
済
学
専
攻
の
希
望
は
叶
わ
ず
、
法
律
学
科
の
中
で
も

最
も
法
律
学
ら
し
く
な
い
国
際
公
法
を
選
択
し
た
と
い
う
。
指
導
教
官

は
、日
露
主
戦
論
を
唱
え
た「
七
博
士
」の
一
人
、寺
尾
亨
教
授
だ
っ
た
。

作
田
は
と
き
ど
き
寺
尾
の
自
宅
を
訪
れ
た
が
、
法
律
論
よ
り
も
ア
ジ
ア

問
題
に
つ
い
て
聞
い
た
こ
と
が
面
白
く
、
有
益
だ
っ
た
と
振
り
返
っ
て

い
る
（
前
掲
書
二
十
四
～
五
十
九
頁
）。 

　

作
田
は
、
明
治
四
十
年
春
、
逓
信
省
の
通
信
局
規
格
課
長
、
坂
野
鉄

次
郎
の
紹
介
で
同
省
に
入
省
し
た
が
、
仕
事
に
打
ち
込
む
こ
と
が
で
き

ず
、
ま
も
な
く
転
職
を
考
え
る
よ
う
に
な
る
。
そ
ん
な
と
き
、
彼
は
ま

た
と
な
い
機
会
を
得
た
。
明
治
四
十
一
年
五
月
、
東
大
教
授
の
梅
謙
次

郎
の
推
挙
を
得
て
、
清
国
・
武
昌
の
湖
北
法
制
学
堂
に
経
済
学
の
教
員

と
し
て
赴
任
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
法
制
学
堂
と
は
、
官
吏

養
成
の
た
め
に
設
け
ら
れ
た
高
等
専
門
学
校
程
度
の
新
型
学
校
で
あ

る
。 

　

彼
は
、武
昌
の
地
で
、行
に
没
頭
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
環
境
を
得
た
。

冬
の
間
、
小
高
い
建
物
の
一
室
に
篭
れ
ば
、
夜
な
ど
は
全
く
人
声
も
聞

こ
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。
彼
は
、
ひ
た
す
ら
魂
鎮
め
の
行
を
続
け
、
次

の
よ
う
な
特
別
な
境
地
に
到
達
し
た
と
い
う
。

　
「
い
つ
し
か
我
が
身
体
の
存
在
も
意
識
か
ら
消
え
て
行
く
。
身
体
の

存
在
が
影
も
形
も
な
く
消
え
て
了
え
ば
、
身
体
に
即
す
る
『
個
体
』
も

忘
却
さ
れ
、我
と
彼
と
を
区
別
す
る
世
間
人
の
面
が
暫
く
影
を
隠
く
す
」

（
前
掲
書
九
十
八
頁
）

　

三
年
三
カ
月
に
及
ぶ
武
昌
滞
在
を
経
て
、
明
治
四
十
四
年
七
月
に
日

本
に
帰
国
、
翌
年
二
月
に
山
口
に
戻
り
、
山
口
高
等
商
業
学
校
の
経
済

学
担
当
教
授
に
就
い
た
。
作
田
を
推
薦
し
た
の
が
、
中
学
、
高
校
、
大

学
時
代
の
同
窓
、
河
上
肇
で
あ
っ
た
。

　

山
口
時
代
に
作
田
は
東
亜
経
済
へ
の
関
心
を
強
め
た
。
大
正
五
年
、

山
口
高
等
商
業
学
校
に
東
亜
経
済
研
究
会
が
設
置
さ
れ
、
紀
要
と
し
て

『
東
亜
経
済
研
究
』
が
刊
行
さ
れ
る
な
ど
、
活
発
な
東
亜
経
済
研
究
が

展
開
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。『
東
亜
経
済
研
究
』
に
は
、

後
に
建
国
大
学
教
授
と
な
る
中
国
・
朝
鮮
史
学
の
稲
葉
岩
吉
や
満
鉄
調

査
課
の
天
野
元
之
助
ら
、錚
々
た
る
メ
ン
バ
ー
が
論
文
を
寄
せ
て
い
た
。

山
口
時
代
に
作
田
が
古
事
記
や
日
本
書
紀
な
ど
の
古
典
を
反
復
熟
読
し

て
い
た
こ
と
も
見
逃
す
こ
と
は
で
き
な
い
。こ
の
熟
読
に
よ
る
変
化
を
、

彼
は
次
の
よ
う
に
振
り
返
っ
て
い
る
。 

　
「
そ
れ
ら
の
古
典
を
読
み
返
せ
ば
、
そ
の
都
度
に
そ
の
中
に
含
蓄
さ

れ
て
居
る
深
遠
な
る
意
味
が
だ
ん
だ
ん
と
通
じ
来
た
り
、
隠
れ
た
る

奥
の
世
界
が
次
第
に
そ
の
幕
を
開
け
る
か
の
観
を
覚
え
た
」（
前
掲
書

百
七
十
三
頁
）

　

こ
う
し
て
、
彼
は
我
が
国
独
自
の
道
の
真
髄
を
理
解
し
始
め
た
の
で

あ
る
。
彼
は
、「
神
の
道
」
の
道
業
の
中
で
最
も
特
徴
的
な
も
の
が
、「
神

祭
り
」
と
「
神
参
り
」
だ
と
述
べ
、
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。

　
「『
祭
り
事
』
が
伸
び
て
『
政
治
』
と
な
り
、『
経
済
』
の
実
務
も
農

事
を
始
め
と
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
産
業
や
商
業
に
ま
で
も
神
祭
り
の
行
事

修
業
で
体
得
し
た
「
我
も
彼
も
な
い
境
地
」

　

ア
メ
リ
カ
流
の
金
融
資
本
主
義
の
限
界
が
指
摘
さ
れ
る
中
で
、
近
代

経
済
学
の
在
り
方
自
体
を
見
直
そ
う
と
い
う
気
運
が
出
て
き
て
い
る
。

そ
の
際
、
重
要
に
な
る
の
が
各
民
族
の
伝
統
思
想
を
基
盤
に
し
た
経
済

学
で
あ
る
。

　

戦
前
の
我
が
国
で
は
、近
代
経
済
学
の
流
入
に
抗
い
、皇
道
経
済
学
、


